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◆会報「嬉々と暮らそう！」について ◆木岐漁協で魚の直売を行うための準備
をしています 

◆避難小屋兼備蓄倉庫
を整備しています 

【募集】「木岐漁協の魚」の加工販売を
一緒にしませんか？ 

2月の漁協役員会で、今後、木岐漁協の事業の一環として、漁協に水揚げさ
れた魚を、郵送で都市部等に直売していく準備を行うことが決まりました。 

カタの木岐小学校上のところに、木
岐防災会で避難倉庫を整備していま
す。3月15日頃に完成予定です。使い
方については、木岐防災会が中心と
なって話し合います。 

2月19日、木岐椿愛護会の会員
が中心となって、約60本の椿の
成木が植樹されました。 

◆満石神社周辺に
椿を植樹しました 

2月の木岐まちづくり協議会の定例会で話した結果、この回覧「嬉々と暮ら
そう！」を今後1ヶ月に1回程度の頻度で発行していくことになりました。ご
愛読くださいますようよろしくお願いいたします。 
 

◆日和佐道路が津波避難場所に 

※イメージ写真です 

直接 
お届け 

木岐漁協から直接買い手に届けることで、市場以外の新たな販路を開拓し、
組合の安定経営につなげるのが狙いです。今年、試験的に直売を行い、来
年以降で直売体制をつくるための準備を行います。 

2月のまちづくり協議会定例会で、木
岐漁協の魚の直売だけでなく、干物
や煮物といった加工品を木岐で生産
し、販売できるといいね、という話に
なりました。こちらについては、さしあ
たり漁協事業ではなく、新しいグルー
プをつくって取り組むことになります。 
販売先は、木岐内だけでなく、徳島
市内や大阪、東京といった都市部を
想定しています。ご興味のある方は
やすらぎ亭までご連絡ください。 日和佐道路の緊急車両用連絡路が、津波避難時に活用できるよう

改修されました。非常時には、写真にあるように扉をたたき割って侵
入します。 
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